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15 年 度

上
半
期
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
お問い合わせは
財 政 課

3880- 5814

区
は
条
例
に
よ
り
、
年
2
回
(
6
月
と
1
2月
)
財
政
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
区
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
1
5年
度
上
半
期
(
4

月
1
日
～
9
月
3
0日
)
の
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
(
図
表
は
1
5年
9
月
3
0日
現
在
)
。

1
5年
度
上
半
期

財
政
運
営
の
状
況

1
5年
度
予
算
は
、「
く
ら
し
と
産
業

の
明
日
を
拓
く
予
算
」
と
し
て
一
般

会
計
で
2
千
1
1
1億円
を
当
初
予
算
お

よ
び
同
時
補
正
予
算
で
編
成
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
第
二
次
補
正
予
算
で
、

約
3
億
円
を
増
額
計
上
し
、
予
算
現

額
は
2
千
1
1
4
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

は
「
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
を
活
用
し
た
雇

用
創
出
特
区
」
事
業
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
制
度
、
学

童
保
育
室
増
設
工
事
、
痴
ほ
う
性
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施
設
整
備
助

成
、
北
千
住
駅
西
口
地
区
再
開
発
事

業
な
ど
で
す
。

各
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
図
1

の
と
お
り
で
す
。

図1　15 年度各会計予算執行状況

会計別予算現額

1
5年
度
上
半
期
に

行
っ
た
主
な
事
業

▽
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

▽
学
童
保
育
室
開
設
(
あ
お
ぞ
ら
・

し
ら
さ
ぎ
・
た
ん
ぽ
ぽ
・
千
寿
第
五
・

と
ね
り
こ
)

▽
せ
き
や
保
育
園
開

設

▽
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し

す
と
」
開
設

▽
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
西
新
井
」
開
設

▽
千
住
仲
町
創
業
支
援
館
「
は
は
た

き
」
開
設

▽
北
千
住
南
自
転
車
駐

車
場
開
設

▽
足
立
二
丁
目
西
児
童

遊
園
・
渕
江
土
地
区
画
整
理
記
念
公

園
開
設

▽
関
原
一
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
住
宅
5
号
棟
開
設

▽
千
寿
青

葉
中
学
校
開
校

1
5年
度
上
半
期
の

一
時
借
入
金

1
5
年
度
上
半
期
(
4
月
1
日
～
9

月
3
0日
)
に
は
、
借
入
金
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

表1　 区民サービスのための経費

表2　 区有財産の状況 単位: 千円特別区債の現在高
区の施設、道路、公園など、将来にわたり区民の皆さ

んに必要なサービスを提供するために借り入れた資金
の状況です。

〈 一般会計分〉 単位: 千円

〈 用地特別 会計分 〉

あなたの納める 1
,0 0 0円 はこのように使われます

245 円
お年寄りや体の不自由
な方への福祉など

150 円
校舎整備や生涯学習の
ために

123 円
道路や公園の整備のた
めに

116 円
保育園、児童館などに

93 円
防災対策、選挙、広報・
広聴などに

91 円
区民の健康を守る保健所
などの運営や清掃事業に

88 円
他会計の不足額に対す
る繰出金

69 円
区が借り入れた区債の
償還など に

19 円
地域産業の振興や消費
者保護のために

5円
議会の運営に

1円
緊急対応に

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
選
挙
豆
知
識
/
人

権
・
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
/
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

4
・
5
面
▽
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
/
日
暮

里
・
舎
人
線

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
て

る
丸
く
ん
通
信

8
面
▽
▽
▽
年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
/
ス
ケ

ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
( FAX) 3880- 5678

回答を希望する方は住所・
氏名・電話番号など
を記入してください

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ　
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは
12月11 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111 ㈹

凡
例

□ 申 込 … 申 し込 み 方法

□ 期 限 … 申 し 込 み 期 限

□ 場 ・ 申 ・ 問 先 … 場 所 ・

申 し込 み 先 ・ 問 い 合 わ せ 先

□費用の記 載
の
な いも の

は無

料

□ ( HP) … ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス

□ 　 … E メ ー ル ア ド レ ス

(親
)医
療
証
を
送
り
ま
す

⑩
医
療
証
受
給
者
で
現
況
届
を
提

出
し
た
方
に
、
1
6年
1
月
1
日
か
ら

使
用
で
き
る
⑩
医
療
証
を
1
2月
2
5日

に
発
送
し
ま
す
。
ま
だ
現
況
届
を
提

出
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
所
得
の
基
準
を
越
え

て
資
格
消
滅
す
る
方
に
は
、
1
2月
2
5

日
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
1
4

年
度
に
は
所
得
の
基
準
を
越
え
て

い
た
方
で
、
1
5年
度
は
所
得
が
少
な

く
な
り
、受
給
対
象
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
至
急
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
家
庭
支

援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

年
末
お
楽
し
み
会

日
時
=
1
2月
1
7日

、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
乳
幼
児
と
保
護
者

内

容
=
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
(
体
操
)
/

布
絵
本
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
/

お
母
さ
ん
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
/

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
ほ
か

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

1
2月
2
2日
(
冬
至
)
は

ゆ
ず
湯
で
ぽ
か
ぽ
か

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分
。
ゆ

ず
湯
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。
場
所
=
区
内
の
各
銭

湯

費
用
=
▽
6
5歳
以
上
の
高
齢
者

…
2
0
0円

▽
小
学
生
:
5
0円

▽
6

歳
未
満
・
:無
料

※
当
日
、番
台
(
フ

ロ
ン
ト
)
で
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ

い
(
証
明
書
は
不
要
)

問
先
=
衛
生

管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

節
目
健
康
診
査

4
0・
5
0・
6
0歳
に
な
る
方
を
対
象

に
、
基
本
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検

診
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
セ
ッ
ト

に
し
た
節
目
健
康
診
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。対
象
の
方
に
は
、
年
4
回
に
わ

け
て
お
知
ら
せ
と
申
込
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
対
象
=
昭
和
1
9年
、
2
9

年
、
3
9年
の
、そ
れ
ぞ
れ
1
月
H
日
か

ら
3
月
3
1日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

※
申
込
書
は
1
2月
1
7日
ご
ろ
に
送
付

し
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。届
か
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、
4
月
1

日
以
降
の
誕
生
日
の
方
は
、
3
月
に

発
送
し
ま
す

申
込
=
同
封
の
申
込
(

ガ
キ
に
必
要
事
項
を
明
記

期
限
=
1

月
1
6
日
消
印
有
効

問
先
=
成

人
保
健
係啻

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

健
康
講
座
「
潰
瘍
性
大
腸
炎

の
理
解
と
日
常
生
活
」

日
時
=
1
6
年
1
月
1
0
日
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
対
象
=
本
人
ま
た

は
そ
の
家
族

講
師
=
松
下
恒
義
氏

(松
下
胃
腸
科
外
科
院
長
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

有
料
道
路
障
害
者
割
引
制
度
の

利
用
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

利
用
方
法
=
有
料
道
路
料
金
所
で
割

引
対
象
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い

る
障
害
者
手
帳
を
提
示

※
現
行
は

割
引
証
を
提
出

開
始
日
=
1
2月
1

日
(
E
T
C

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
利
用
は
1
6

年
1
月
2
0日
)

※
現
在
の
割
引

証
は
1
6年
5
月
3
1日
ま
で
有
効
で
す

対
象
=

▽
本
人
運
転
の
場
合
…
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
、
本

人
ま
た
は
家
族
の
所
有
す
る
自
動
車

(営
業
車
・
レ
ン
タ
カ
ー
を
除
く
)

を
運
転
す
る
場
合

▽
介
護
者
運
転

の
場
合
・
:第
1
種
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を

乗
せ
て
、
家
族
(
介
護
者
)
が
本
人

ま
た
は
家
族
の
所
有
す
る
自
動
車

(営
業
者
・
レ
ン
タ
カ
ー
を
除
く
)

を
運
転
す
る
場
合

申
込
=
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、
自
動

車
登
録
証
、
運
転
免
許
証
(
本
人
運

転
の
場
合
)
を
管
轄
の
福
祉
事
務
所

へ
持
参
し
、手
帳
に
「
割
引
の
証
明
」

の
記
載
を
受
け
て
く
だ
さ
い
i
E
T
C

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
利
用
の
場
合
、

申
し
込
み
手
続
き
の
ほ
か
、
事
前
に
E
T
C

カ
ー
ド
(
原
則
本
人
名
義
)

申
し
込
み
の
車
載
器
取
り
付
け
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
手
帳
に
「
割
引
の

証
明
」
の
記
載
を
受
け
た
後
、
事
業

者
(

道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
)
へ
登

録
申
し
込
み
を
し
、
登
録
済
結
果
通

知
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

問

先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

表1　 福祉事務 所一覧

歩きタバコ

迷 惑

問先=地域活動支援係 　3880- 5856

選
挙
豆
知
識

贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い

政
治
家
な
ど
(
立
候
補
予
定
者
を

含
む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を

す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
名
目
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
付
は
金
銭
に
限
ら
ず
お
歳
暮
を

贈
る
こ
と
や
、
忘
年
会
で
酒
や
食
べ

物
を
ふ
る
ま
う
こ
と
(
会
費
な
ど
債

務
の
履
行
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除

く
)
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
有
権
者

が
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
政
治
家
な
ど
に
強
要
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
な
ど
は
、
年
賀
状

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
や
そ
れ

に
類
す
る
も
の
を
含
む
)
を
出
す
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
(
答
礼
の

た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
)
。

「
贈
ら
な
い
、求
め
な
い
、受
け
取

ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す

る
た
め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と

し
て
、
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載

申
請
書
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
登
載
申
請
書
は
1
9一月
2
0日
ご

ろ
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
農

業
従
事
世
帯
へ
送
付
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
期
限
内
に
必
ず
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
期
限
=
1

月
1
0日
必
着

問
先
=
農
業
委
員
会

講
座
参
加

者
募
集

N
P
O
連
続
セ
ミ
ナ
ー
・

基
礎
編
(
3
日
制
)

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
N
P
o

活
動
団
体
を
招
き
、
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
す
。
日
程
等
=
表
2

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
定
員
=
4
0
人

(抽
選
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
N
P
o

セ
ミ
ナ
ー
希
望
」
を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
I
人
の
み
申

し
込
み
(
連
名
不
可
)

期
限
=
1
6年
1

月
8
日
必
着

申
・
問
先
=
N
P
o

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
(
日
・
月
・

祝
日
休
館
)

〒
1
2
3
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
1
3
-
I

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

表2　NPO 連続セミナー日程等

※ いずれも時間は、午後7時～9時

あ
だ
ち
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
業

支
援
塾
(
4
日
制
)

成
功
す
る
た
め
の
ノ
ウ
(
ウ
や
秘

け
つ
を
、
事
例
を
も
と
に
演
習
形
式

を
取
り
入
れ
て
実
践
的
に
習
得
し
ま

す
。
日
時
=
1
6
年
1
月
1
0日
・
1
8

日
・
2
4日
・
3
1日

場
所
=
千
住
仲

町
創
業
支
援
館
「
は
ば
た
き
」
対
象
=

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
の

あ
る
方
な
ど

定
員
=
2
0人
(
抽
選
)

費

用
=
8

千
円

申
込
=
(

ガ

キ

、

フ

ァ
ク

ス

ま

た

は
E

メ

ー

ル

に

住

所

、
氏

名

、
電
話

番
号

ま

た
は

フ

ァ

ク
ス
番

号

、「
ベ
ン
チ

ャ
ー
創

業
支

援

塾

」を

明
記

期

限
=
1
2

月
2
2
日
(
必

着
)

申
・
問

先
=

新
産

業
支

援
課

支

援

係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

央
本

町
I
-
1
7
-
I

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
8
4
　
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

M
∽
-
∽
叫
コ
g
y
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

足
立
区
老
人
会
館
の
手
芸

教
室
(
後
期
分
)

日
時
=
1
6
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の

第
2
・
第
4
土
曜
日
、
い
ず
れ
も
午

後
1
時
～
2
時
3
0
分
対
象
=
6
0
歳

以
上
で
区
内
在
住
の
方

内
容
=
ち

ぎ
り
絵
/
小
物
/
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

※
1
種
類
の
み
の
申
し
込
み
は
出
来

ま
せ
ん

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

費

用
=
教
材
費
一
部
負
担

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
手
芸
教

室
」
を
明
記

期
限
=
1
2月
2
0日
必

着

※
前
期
同
教
室
を
受
講
し
た
方

や
他
の
教
室
を
受
講
中
の
方
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん

場
・
申
・
問
先
=

老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西

保
木
間
4
-
9
-
I

豐
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

講
師
養
成
講
座
(
3
日
制
)

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
A
コ

ー
ス
の
講
師
を
養
成
す
る
講
座
で

す
。
日
時
=
1
6
年
1
月
1
0
日
・
2
4

日
・
2
月
7
日
(
全
3
回
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
対
象
=
1
6
歳
以
上

で
講
師
を
め
ざ
す
方
お
よ
び
地
域
指

導
者

講
師
=
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
A

コ
ー
ス
講
師
選
定
委
員

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
ま
た

は
学
年
、
青
少
年
活
動
の
活
動
歴
、

所
属
団
体
、
電
話
番
号
(
日
中
連
絡

可
能
な
番
号
)
を
明
記

期
限
=
1
6

年
1
月
8
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

g
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
の
養
成
講
座

・

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
・

基
礎
編
(
8
日
制
)

日
時
=
1
6
年
1
月
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7

日
・
2
月
3
日
・
1
0
日
・
1
8
日
・
2
5

日
・
3
月
2
日
(
全
8
回
)
、
午
後
2

時
～
4
時
(
1
月
2
0
日
の
み
、
午
前

1
0
時
～
正
午
)
定
員
=
3
0
人
(
抽

選
)

講
師
=
内
海
崎
貴
子
氏
(
川
村

学
園
女
子
大
学
助
教
授
)
/
和
田
紀

之
氏
(
医
師
)
ほ
か

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
E
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、希
望
理
由
、「
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」を
明
記

期
限
=
1
6
年
1
月
5
日
消
印
有
効

臺
区
政
参
画
塾
パ
ー
ト
3

「
生
活
か

ら
考
え
る
政
治
参
画
」
(
5
日
制
)
　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
め
ざ

し
ま
す
。
日
程
=
1
6
年
1
月
2
1日

～
2
月
2
5日
の
毎
週
水
曜
日
(
2

月

‥
H日
を
除
く
)

内
容
=
ゼ
ミ
形
式

の
討
論
、
文
章
作
成
の
実
習
ほ
か

定
員
=
4
0
大
(
先
着
順
)

※
保
育
あ

り
(
6

ヵ
月
以
上
就
学
前
、
定
員
1
5

人
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

場
・
申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I
　
　
　
g
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

・
女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

日
程
=
1
2
月
2
4日
～
2
6日

※
相
談

の
予
約
も
休
業
し
ま
す

問
先
=
男

女
参
画
プ
ラ
ザ
女
性
相
談
室

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

◎ 訂正とお わび　11 月25日号2 面「児童育成手当( 障害手当) ・特別児童扶養手当制度」の記事で、いずれの手当についても対象者の記載に誤りがありました。訂正しておわ

びします。【正】対象=20 歳未満の児童を扶養していて、その児童が次のいずれかに該当する方… 《お問い合わせは、子育て推進係 　3880- 5266 》
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ふ
れ
あ
い
遊
湯
う

(
1
6
年
1
月
～
3
月
)

時
間
=
午
前
1
0時
～
午
後
2
時

場

所
等
=
表
3

対
象
=
お
お
む
ね
6
5

歳
以
上
で
、一
人
で
入
浴
可
能
な
方
、

ま
た
は
付
き
添
い
が
あ
れ
ば
入
浴
し

た
い
方

費
用
=

▽
入
浴
料
・
:
2
0
0
円

▽
昼
食
代
…
5
0
0円程
度
(
弁
当
持
参

可
)

▽
送
迎
(
希
望
者
)
:
2
0
0円

申
込
=
電
話

申
先
=
巫
蛩
同
齢
協

「
の
ぞ
み
」

啻
(
5
8
3
1
)
0
1
2
1

問
先
=
高
齢
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

表3　ふれあい遊湯う( 16年1月～3月)

精
神
保
健
講
演
会

「
最
近
や
る
気
が
出
な
い
」
「
憂
う

つ
な
気
分
が
続
い
て
い
る
」
な
ど
、

「
こ
れ
っ
て
『
う
つ
』
か
な
」
、
と
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日

時
=
1
2
月
1
5
日
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分

対
象
=
本
人
ま
た
は
そ
の

家
族

内
容
=
う
つ
の
初
期
症
状
の

見
分
け
方

講
師
=

吉
増
克
寛
氏

(東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
第
二
病

院
心
の
医
療
科
医
師
)

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

油
断
大
敵
!
冬
だ
っ
て
食
中
毒

食
中
毒
は
夏
だ
け
に
起
こ
る
も
の

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
冬
で
も
油

断
は
で
き
ま
せ
ん
。
暖
房
器
具
の
普

及
に
よ
り
、
冬
で
も
細
菌
が
発
育
し

や
す
い
環
境
が
出
来
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
食
品
の
衛
生
管
理
に
は
夏

場
と
同
様
の
気
配
り
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
(
8
月
2
9日
以
降
、
S
R
S
V
A

小
型
球
形
ウ
ィ
ル
ス
V

が
改
称
さ
れ
ま
し
た
)
に
よ
る
食
中

毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
I

～
2
日
間
の
潜
伏
後
、
お
う
吐
や
下

痢
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど
「
お
腹
に
く

る
風
邪
」
に
似
た
症
状
が
出
ま
す
。

多
く
の
場
合
は
I
～
3

日
で
回
復

し
、
重
症
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、注
意
は
必
要
で
す
。

日
本
で
の
主
な
原
因
食
品
は
、
カ

キ
な
ど
二
枚
貝
を
食
材
と
し
た
料
理

で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
水

域
で
成
育
し
た
二
枚
貝
に
ウ
ィ
ル
ス

が
蓄
積
し
、
生
や
十
分
な
加
熱
を
せ

ず
に
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
食
中
毒
が

発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
、

二
枚
貝
を
原
因
と
し
な
い
食
中
毒
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ウ
ィ

ル
ス
に
感
染
し
た
人
が
よ
く
手
を
洗

わ
ず
に
食
品
や
調
理
器
具
に
触
れ
る

こ
と
に
よ
り
、別
の
食
品
も
汚
染
(
二

次
汚
染
)
す
る
か
ら
で
す
。
今
年
、

都
内
の
小
学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
た

パ
ン
が
原
因
で
発
生
し
た
食
中
毒
で

は
、
パ
ン
エ
場
の
従
業
員
が
ノ
ロ
ウ

ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
食
品
を
介
し
な
い
感
染
ル

ー
ト
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。
施
設
内
の
限
ら
れ
た
範
囲
で
の

生
活
や
、
吐
い
た
物
の
飛
散
な
ど
に

よ
っ
て
人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
こ
と

も
あ
り
、
保
育
園
・
幼
稚
園
や
学
校
、

老
人
福
祉
施
設
、
宴
会
場
な
ど
で
の

発
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

。

①
手
洗
い
の
徹
底
(
特
に
調
理
や
食

事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
)
と
、
う
が

い
の
励
行

②
二
枚
貝
の
生
食
は
で
き
る
だ
け
避

け
る

③
加
熱
用
の
カ
キ
は
生
で
食
べ
な
い

④
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

調
理
を
避
け
る

⑤
吐
い
た
物
や
便
は
放
置
し
な
い

(す
ぐ
に
取
り
除
き
、
塩
素
系
の
漂

白
剤
な
ど
で
消
毒
。
そ
の
後
の
手
指

の
洗
浄
・
消
毒
も
念
入
り
に
行
う
)

問
先
=
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
第
5
回

放
火
さ
れ
な
い
・

さ
せ
な
い
環
境
作
り

1
4年
中
、
区
内
で
発
生
し
た
火
災

件
数
4
4
2
件
の
う
ち
、
放
火
に
よ
る
火

災
は
2
1
3
件
に
の
ぽ
り
ま
し
た
。

放
火
場
所
と
着
火
物
の
状
況
を
み

る
と
、
建
物
関
係
で
は
建
物
内
部
で

の
放
火
が
多
く
、
な
か
で
も
廊
下
や

階
段
、
玄
関
ホ
ー
ル
な
ど
の
共
用
部

分
に
置
か
れ
た
物
品
へ
の
放
火
が
と

て
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

カ
ギ
が
か
か
っ
て
い
な
い
物
置
、
車

庫
、
窓
か
ら
侵
入
し
て
の
悪
質
な
放

火
も
あ
り
、
施
錠
管
理
の
徹
底
を
心

掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

着
火
物
別
に
み
る
と
、
家
の
周
り

に
放
置
さ
れ
て
い
た
紙
製
品
や
く
ず

類
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

放
火
さ
れ
な
い
環
境
作
り
に
は
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大

切
で
す
。「
家
の
ま
わ
り
は
常
に
整
理

整
と
ん
≒
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出

す
」「
暗
い
場
所
に
は
外
灯
を
つ
け

る
」「
自
転
車
や
自
動
車
の
カ
バ
ー

は
、
防
炎
性
の
も
の
を
使
う
」
な
ど

町
会
・
自
治
会
や
周
辺
の
事
業
所
な

ど
の
連
携
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
夜
間
警
戒
を
行
う
な

ど
、放
火
に
対
す
る
警
戒
心
を
高
め
、

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

《
地
域
活
動
支
援
係
》

人
権
・
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
和
問
題

同
和
問
題
(
部
落
問
題
)
と
は
、

基
本
的
人
権
の
侵
害
に
か
か
わ
る
重

大
な
問
題
で
す
。
こ
れ
は
、
主
と
し

て
江
戸
時
代
の
封
建
制
度
の
政
治
や

経
済
の
仕
組
み
の
中
で
作
り
上
げ
ら

れ
た
身
分
制
度
に
よ
っ
て
、
一
部
の

人
々
が
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化

的
に
低
位
の
状
態
に
置
か
れ
る
と
い

う
部
落
差
別
に
由
来
し
ま
す
。

人
は
、
自
分
の
意
思
で
生
ま
れ
る

と
こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
差

別
部
落
の
出
身
と
い
う
理
由
だ
け
で

様
々
な
差
別
を
受
け
、
基
本
的
人
権

を
侵
害
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国

や
地
方
自
治
体
は
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
同
和
地
区
出

身
者
に
対
す
る
、
差
別
的
な
落
書
き

や
張
り
紙
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
最
近
で
は
、
同
和
地
区
出
身

者
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
(
ガ
キ
が
、

同
和
地
区
出
身
者
の
自
宅
や
そ
の
周

辺
に
郵
送
さ
れ
る
と
い
ケ
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
私
た
ち
は
、
差
別
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
、
差
別
を
な
く
す

た
め
、
ま
ず
差
別
に
つ
い
て
知
り
、

差
別
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。《

人
権
・
同
和
係
》

年末年始の清掃作業案内
くわしくは、集積所のチラシをご覧ください

年末年始は、地区によってごみの
年末の取り納め日・年始の取り始め
日が異なりますので注意してくだ

さい。くわしくは、集積所のチラシ
をご覧ください。
年末年始は、通常に比べてごみ・
資源の量がかなり増えるため、収集

時間が変わる場合もあります。必ず
収集日の午前8 時までに出してく
ださい。
皆さんのご協力をお願いします。

・ びん・缶・ペットボトル

びん・缶は中をすすぎ、資源に出してください。キャッ

プは不燃ごみとして出してください。ペットボトルは店頭
回収にご協力ください( キャップ・ラベルは、はずして不
燃ごみへ)。
・ スプレー缶( 不燃ごみ)
完全に使い切ってから、穴を開けずに不燃ごみとして出

してください。
・ 刈り込みした草や枝( 可燃ごみ)

一度に多量排出すると、有料になります。持ち運びでき

るように束ねて、少しずつ出してください。
・ 新聞・段ボールなどの古紙( 資源)
種類別に分け、ひもでしばって出してください。リサイ

クル出来ないごみは資源に混ぜないでください。
一 いずれも 一

問先= 足立東清掃事務所( 千住地区および国道4 号線東
側) 03889 ―0711
足立西清掃事務所( 千住地区を除く国道4 号線西側)

03853 ―2141
清掃課計画係03880 ―5813

▲ 収集 時の駆 け込 み
や、清掃車への直接
投入は大変危険です

表4　 年末年始のごみ等の収集日一覧

※ 家電リサイクル法対象品目( エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯
機) を処分したいが、買ったお店がわからないなどの場合は、
家電リサイクル受付センターへ申し込んでください

讐5296 一7200

※ 家庭系パソコンは、メ一力一などによる回収となります。各メ
一力一などに問い合わせてください

迷
惑
!
　
放
置
自
転
車

「
駅
前
な
ど
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上

に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
困
っ
て
い

ま
す
」
と
い
う
区
民
の
苦
情
が
増
え

て
い
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
際

は
、
駅
前
な
ど
に
放
置
せ
ず
、
自
転

車
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

指
定
し
、
放
置
自
転
車
を
撤
去
し
て

い
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転
車
は
放
置

自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
、
引

き
取
る
際
に
撤
去
料
と
し
て
2
千
円

を
徴
収
し
ま
す
。
※
撤
去
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
自
転
車
の
盗
難
に
注
意

撤
去
し
た
自
転
車
の
な
か
に
は
、

盗
難
自
転
車
も
増
え
て
い
ま
す
。
自

転
車
に
は
必
ず
防
犯
登
録
を
し
て
、

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
カ
ギ
を
二

重
に
つ
け
る
な
ど
の
盗
難
防
止
対
策

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
盗
ま

れ
た
と
き
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
警

察
へ
盗
難
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

撤
去
日
以
前
に
盗
難
届
を
出
し
て
い

る
場
合
は
、
撤
去
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
。
問
先
=
自
転
車
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

基
本
構
想
審
議
会

第
2
回
分
科
会
開
催
中

区

の
将
来

像
と

な
る

新
基

本
構
想

の
検

討

を
進

め
て

い
ま

す

。

分

科
会

は
公

開

で
開

催
し
ま

す

。

区

・
ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
で

も
案
内

し

て

い
ま

す

。
く

わ
し

く
は

、
お
問

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い
。

日
時

等
=

表
5

申

込
=

電

話
・
フ
ァ

ク
ス
・
E

メ
ー
ル

申

・
問
先
=

政
策
課

g
(
3
8
8
0
)
5
8
1
2

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

E
s
e
i
s
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

表5　 第2 回分科会日時等
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気 にかけ ・ 声かけ ・ 見 守 って

高齢者の
〝

あんし ん
〟

生活を支援し ま す

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

区
の
人
口
約
6
4万
人
の
う
ち
、
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
は
‥日
万
3
千
5
2
0人(
‥日
月
1
日
現

在
)
で
、
人
口
の
約
1
7・
6
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
。
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
で
「
あ
ん
し
ん
」
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

地
域
に
広
が
る
足
立
あ
ん

し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
の
事
業
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が

地
域
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
あ
ん
し
ん

協
力
員
に
よ
る
声
か
け
や
見
守
り

を
行
い
、
高
齢
者
の
悩
み
や
問
題

の
早
期
発
見
、
早
期
解
決
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
じ
こ
も
り

予
防
の
取
り
組
み
な
ど
も
行
い
、

様
々
な
角
度
か
ら
高
齢
者
の
暮
ら

し
を
支
え
て
い
ま
す
(
図
1
)
。

1
2年
か
ら
始
ま
り
今
年
で
4
年

目
を
迎
え
た
事
業
の
活
動
状
況
な

ど
は
表
I
の
と
お
り
で
す
。

図1　 みんなで支えるあんしんネットワーク

新
た
な
活
動

「
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」

講
習
を
受
け
、
高
齢
者
の
話
を

聞
く
傾
聴
技
術
を
身
に
付
け
た

「
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
活
動

が
1
0月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
孤

独
感
や
悩
み
を
持
つ
一
人
暮
ら
し

な
ど
の
高
齢
者
宅
を
同
世
代
の
語

ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
が
訪
問
し
、
話

を
傾
聴
し
、
共
感
す
る
こ
と
で
高

齢
者
の
孤
独
感
の
軽
減
に
努
め
て

い
ま
す
。

充
実
の
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
め
ざ
し
て

年
に
一
度
、専
門
相
談
協
力
員
・

あ
ん
し
ん
協
力
員
、
協
力
機
関
が

集
ま
I
合
同
研
修
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
1
0月
2
9日
に
開
催
さ
れ
た

研
修
会
で
は
、
4
0
0
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
活
動
事
例

を
報
告
し
、
情
報
交
換
を
す
る
こ

と
で
、
よ
り
良
い
あ
ん
し
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
独
自
に

見
守
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携
を
深
め
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
い
方
は

「
一
人
暮
ら
し
な
の
で
話
し
相
手
が
欲
し
い
」「
単
身
で
生

活
し
て
い
る
親
の
見
守
り
を
頼
み
た
い
≒
近
所
に
気
が
か
り

な
お
年
寄
り
が
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
お
気
軽
に

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

あ
ん
し
ん
協
力
員
の
募
集

高
齢
者
の
見
守
り
や
安
否
確
認
の
声
か
け
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
3
2
5
人
が
あ
ん
し
ん
協
力

員
と
し
て
登
録
、
活
動
し
て
い
ま
す
(
表
I
)
。

活
動
内
容
は
、日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
高
齢
者
を
気
に
か
け
、

気
が
か
り
な
人
を
見
つ
け
た
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
を
し
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
で
声
か
け

や
見
守
り
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
連
絡
会
に
参

加
し
て
関
係
者
と
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
や
、
あ
ん
し
ん

協
力
機
関
一
覧
表
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

表1　 あんしんネットワーク活動報告状況
( 1)あんしんネットワーク関係者数( 9 月現在)

※ …子どもから高齢者まで住民の一次的な窓口として
相談に乗る商店( 店頭にステッカーを掲示)

( 2) あんしんネットワーク活動実績( 4月～8月)

表2　 在宅介護支援センター一覧

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は

、

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー
(

表
2
)

ま

た

は

在

宅

支

援

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

(
H
P
)
h
t
t
p
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/
/
k
a
i
g
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o
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j
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a
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h
t
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あんしんネットワーク　～地域の取り組み～

みんなでおいしく昼食会

一人暮らしの生活で
は、体調が悪いと食事
を抜いたり、残り物や
味付けの濃い出来合い
の惣菜で済ませてしま
う傾向があります。ま
た、高齢になると外出
することが少なくな
り、だれとも話をしな
いことで食欲が減退し
てしまうこともありま
す。
そこで、支援センターを利用し、週1 回昼食会を開き、バ

ランスの取れた食事を楽しんでもらっています。配ぜんや片
付けはあんしん協力員やボランティア、センタ一職員が交代
で行い、車いすを利用している高齢者の送迎も行っています。

参加者は毎回20 人を超え、「おいしくて栄養のある食事が取

れる」「食事をしながら、おしゃべりするのが楽しみ」と好評
です。定期的に集まることのできる場所があることで、閉じ
こもりの予防や見守りの場として機能しています。

《在宅介護支援センター千寿の郷( 柳原) 》

▲ この日の献立は、じゃこご飯、炊き
合わせ、青菜のお浸し、果物など。
薄味で素材の味を生かしています

体力が低下しても大丈夫
住区センタ一で行われている教室の多くは、元気な高齢者向

けのものです。このため、体力的に参加が難しくなると、集ま

りに行くことが出来ず、閉じこもりがちになる傾向があります。
そこで、住区センタ一職員と支援センタ一が協働して、体力が

落ちてきている高齢者向けにいすに座ったまま出来る手遊びや
歌体操などを月1回開催しています。専門相談協力員やあんし

ん協力員が近隣の高齢者へ声をかけ、毎回20～25人の参加があ
ります。気軽に参加出来るので、閉じこもり予防に役立ってい

ます。 《つくしの会( 島根) 》

朝顔でさりげない見守り
老人クラブの朝顔同好会で育てた朝顔の鉢を、地域の一人暮

らしの高齢者に配付しています。配るときに、水やりや育て方

について話し、それをきっかけに趣味についての話などをする
ことで、声かけが出来ました。
朝顔は1 日に1回か2 回は水やりを

しないとしおれてしまいます。高齢者

に配付した朝顔の様子を確認すること
で、自然な形の見守りを行うことが出
来るようになりました。

《協力機関・あおいクラブ( 青井) 》

募

集

し

ま

す

住
区
セ
ン
タ
ー

従
事
者
登
録
制
度

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
老

人
館
・
集
会
室
を
備
え
た
地
域
施
設

で
す
(
現
在
4
6施
設
)
。
施
設
の
運
営

は
、
管
理
運
営
委
員
会
を
中
心
に
地

域
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
行
っ
て
い
ま
す
。
従
事
者
は
各
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
委
員
会
が
選
考

し
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

「
従
事
者
登
録
制
度
」は
住
区
セ
ン

タ
ー
へ
の
従
事
希
望
者
を
事
前
に
登

録
し
て
お
き
、
従
事
者
の
募
集
を
し

た
と
き
に
、
紹
介
を
受
け
て
、
登
録

者
が
応
募
す
る
制
度
で
す
。

蚕
児
童
館
・
学
童
保
育
担
当

対
象
=
お
お
む
ね
5
0歳
ま
で
の
方

内
容
=
児
童
館
・
学
童
保
育
の
運
営

勤
務
時
間
・
報
酬
=
午
前
8
時
3
0分

～
午
後
6
時
1
5
分
の
う
ち
、
8
時
間

以
内
(
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
2
0
～

W一
時
間
程
度
勤
務
)
、時
給
7
9
0円

※
1
6

年
4

月
に
開
設
さ
れ
る
弘
道
住
区

セ
ン
タ
ー
分
室
「
た
い
よ
う

」
、
西
新

井
栄
町
住
区
セ
ン
タ
ー
分
室

「
に
じ

っ
こ
」
の
学
童
保
育
室
従
事
者
の
募

集
も
予
定
し
て
い
ま
す

蔘
事
務
・
老
人
館

、
施
設
管
理
担
当

対
象
=

お
お
む
ね
6
5
歳
ま
で
の
方

内
容
=
一
般
事
務
/
老
人
館
の
運
営

/
施
設
管
理
/
団
体
貸
出
業
務
(
夜

間
、日
・
祝
日
勤
務
)
勤
務
時
間
・

報
酬
=
▽
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
6

時
1
5
分
の
う
ち
、
8
時
間
以
内
(
口

I
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
2
0
～
2
4
時
間
程

度
勤
務
)
、時
給
7
9
0円

▽
午
後
5

時

～
1
0
時
(
夜
間
業
務
)
、
時
給
8
9
0円
　

-

い
ず
れ
も
I

登
録
期
間
は
1
年
で
す

。
登
録
期

間
が
切
れ
た
方
は
改
め
て
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
住
区
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
事
務
局
(
住
区
推

進
課
内
)啻

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

課
税
事
務
補
佐
員

(非
常
勤
職
員
)
募
集

対
象
=
区
内
ま
た
は
そ
の
近
郊
に
居

住
し
て
い
る
方

主
な
職
務
内
容
=

納
税
証
明
お
よ
び
課
税
証
明
発
行
な

ど
に
伴
ウ
事
務

勤
務
時
間
=
2

週

間
で
6
0時
間
-

雇
用
期
間
=
1
6年
4

月
1
日
～
1
7年
3
月
3
1日

報
酬
=

月
額
1
8万
1
千
円

募
集
人
数
=
若

千
名

選
考
方
法
=

▽
第
1
次
選
考

(作
文
)
・
:
1
6年
1
月
1
6日
、
午
前
1
0

時
～
正
午

▽
第
2
次
選
考
(
面

接
)

応
募
方
法
=
履
歴
書
(
写
真
添

付
)
を
持
参
(
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
)
、ま
た
は
郵
送

※
応
募
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん

期
限
=
1
9一月
1
9日

消
印
有
効

申
・
問
先
=
課
税
第
∵

第
二
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
I
-
1
7
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

・
1

小
・
中
学
校

非
常
勤
講
師
募
集

対
象
=
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教

員
免
許
が
あ
り
、
年
齢
6
0歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
方
(
1
6年
3
月
末
に
免
許
取

得
予
定
者
を
含
む
)

応
募
方
法
=

写
真
を
添
付
し
、
免
許
の
種
類
を
記

人
し
た
履
歴
書
を
持
参
(
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
)
、ま
た
は
郵
送

※
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
教
職
員
係
-
T
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

g
(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

寝たきり 高齢 者
寝 具 丸 洗い
乾燥消毒・訪問
理美容サービス

・
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

年
2
回
の
寝
具
丸
洗
い
と
年
1
0回

の
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。
対
象
=
在
宅
で
要
介
護
認

定
3
～
5
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者

費
用
=
I
回
川
円

蚕
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

年
3
回
、
理
容
師
や
美
容
師
が
、

自
宅
を
訪
問
し
、
散
髪
・
カ
ッ
ト
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
対
象
=

在
宅
で
要
介
護
認
定
3
～
5
の
理
美

容
店
に
行
け
な
い
寝
た
き
り
の
高
齢

者

費
用
=
1

回
5
0
0円

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
在
宅
支
援
係
、
福
祉
事

務
所
(
2
面
表
1
)
、在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

新
交通

シ
ステ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

(仮
称
)
見
沼
代
親
水
公

園
駅
周
辺
に
眠
る
宝
物

日
暮
里
・
舎
人
線
で
は
、
支
柱
を

設
置
す
る
た
め
地
下
に
大
規
模
な
基

礎
構
造
物
を
作
り
ま
す
。
地
下
深
く

ま
で
掘
削
す
る
と
、
思
わ
ぬ
宝
物
に

遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

舎
人
遺
跡
が
あ
る
見
沼
代
親
水
公

園
駅
周
辺
は
、日
暮
里
・
舎
人
線
の
工

事
と
併
せ
て
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。駅
前
広
場
南
側
の

駐
輪
場
予
定
地
で
は
H
年
9
月
か
ら
H

月
に
調
査
が
行
わ
れ
、
古
墳
時
代

初
期
と
思
わ
れ
る
土
器
群
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
現
在
の
足
立
区

の
地
域
で
最
も
古
い
住
人
が
残
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
卑
弥
呼

が
活
躍
し
た
時
代
に
相
当
し
ま
す
。

今
後
、
駅
舎
・
駅
前
広
場
予
定
地

か
ら
さ
ら
に
多
く
の
土
器
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
さ
れ
た
土
器
類
の
複
製
を
作
り

見
沼
代
親
水
公
園
駅
構
内
に
展
示
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
1
2月
2
1日
、
午
前
1
0時
か

ら
舎
人
氷
川
神
社
で
開
催
さ
れ
る
舎

人
文
化
市
(
ご
ぽ
ケ
市
)
で
は
、
駅

周
辺
か
ら
収
穫
さ
れ
る
も
う
ひ
と
つ

の
宝
物
、
大
根
や
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜

が
廉
価
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
市

に
都
や
区
も
出
展
し
、
新
交
通
焼
き

(電
車
の
形
を
し
た
今
川
焼
き
)
を

無
料
で
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

《
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係
》

▲ 14年11月に舎人五丁目で
出土した土器
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出
産
費
資
金
貸
付
金

受
領
委
任
払
い
が
始
ま
り
ま
す

1
2月
1
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
が
、
足
立
区
と
協
定
を
結

ん
だ
医
療
機
関
(
区
外
も
可
)
で
出

産
を
予
定
し
、
出
産
費
資
金
貸
付
制

度
を
利
用
す
る
場
合
、
分
齔
費
用
の

一
部
と
し
て
貸
付
金
を
医
療
機
関
に

直
接
振
り
込
み
ま
す
。
協
定
医
療
機

関
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
受
領
委
任
払
額
=
2
8

万
円
ま
で

申
込
=
出
産
予
定
日

の
2
ヵ
月
前
か
ら
医
療
機
関
で
相

談
・
申
し
込
み
後
、
こ
く
ほ
年
金
課

に
連
絡

申
・
問
先
=
こ
く
ほ
年
金

課
給
付
係啻

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所啻

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室啻

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室啻

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

・
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

g
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

1
6年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定

で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
特
別

な
教
育
的
配
慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
お
子
さ
ん
の
就
学
相
談
を
行
い
ま

す
。
適
切
な
教
育
の
場
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜

日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
教
育
研
究
所

啻
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

上
総
湊
健
康
学
園

1
6年
度
入
園
児
童
募
集

区
で
唯
一
の
全
寮
制
区
立
小
学
校

で
す
。
房
総
半
島
の
青
い
海
、
美
し
い
緑

そ
し
て
澄
ん
だ
空
気
で
、
健
康
回
復
を

図
る
に
は
最
適
な
環
境
で
す
。
園
で
は

保
育
士
が
親
代
わ
り
と
な
り
、
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
身
の
回
り
の
世
話
を

行
う
ほ
か
、
看
護
師
も
常
駐
し
て
い
ま

す
。
楽
し
い
行
事
も
た
く
さ
ん
行
わ
れ

ま
す
。
対
象
=
小
学
校
3
年
～
6

年
生
で
次
に
該
当
す
る
児
童
・
:
ぜ
ん

息
/
肥
満
/
偏
食
/
虚
弱

内
容
=

区
立
小
学
校
と
全
く
同
じ
授
業
内
容

を
行
い
、規
則
正
し
い
集
団
生
活
を
と

お
し
て
健
康
回
復
を
図
り
、学
力
増

進
を
め
ざ
し
ま
す

定
員
=
6
0人
(
選

考
)

費
用
=
食
事
代
・
教
材
費
な
ど

の
実
費
負
担
あ
り

※
減
額
・
免
除

の
制
度
あ
り

申
込
=
現
在
通
学
中

の
学
校
の
担
任
・
養
護
の
先
生
を
と
お

し
て
申
し
込
み

期
限
=
1
6年
2
月
6

日

問
先
=
学
校
保
健
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
7
1

介
護
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

年
金
天
引
き
で
な
い
方
や
、
天
引

き
分
以
外
に
調
整
額
が
あ
る
場
合
は

納
付
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

・
介
護
保
険
料
の
納
期

毎
月
末
日
で
す
。
2
年
を
過
ぎ
る

と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
、
将
来
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す

1
5年
中
に
支
払
っ
た
介
護
保
険
料

は
、
所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
税
の

申
告
書
に
1
5年
中
に
納
め
た
合
計
額

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
(
証
明
書
不

要
)
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

g
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

介
護
保
険
の
保
険
料
・
利
用

料
の
支
払
い
が
困
難
な
方
へ

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
本
人
や
同
居
家
族
の
収
入
状
況

に
よ
り
5

段
階
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

・
保
険
料
の
軽
減

生
計
の
維
持
が
困
難
な
方
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
=
第
1
段

階
(
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
)
お

よ
び
第
2
段
階
の
方

※
第
2
段
階

の
場
合
は
本
人
と
同
居
家
族
全
員
の
1
4

年
中
の
収
入
額
合
計
と
預
貯
金
額

合
計
が
一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
な

ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す

・
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免

災
害
や
事
業
倒
産
な
ど
で
収
入
が

極
端
に
少
な
く
な
り
、
一
時
的
に
保

険
料
や
利
用
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
事
情
に
よ
り
6
ヵ
月

(利
用
料
は
3
ヵ
月
)
を
限
度
に
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
(
通
常
の

退
職
な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
)
。ま
た

生
活
が
苦
し
く
、
介
護
保
険
料
や
利

用
料
を
引
き
下
げ
れ
ば
生
活
が
維
持

出
来
る
と
い
ケ
場
合
や
、
資
産
な
ど

を
活
用
し
て
も
生
活
が
困
窮
す
る
場

合
は
、
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
2
面

表
I
)
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=

▽
保
険
料
に
つ
い
て
…
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

日
(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

▽
利
用
料
に
つ
い
て
・
:介
護
保
険
課

保
険
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」
「
介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
日
時
=

1
9
一
月
2
1
日
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
・
問
先
=
納
税
第
丁

第
二

係
豐
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

1
6年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
納
付

書
と
送
付
用
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
し
ま
す
。
国
保
加
入
世
帯
に

発
送
す
る
納
付
書
(
約
8
万
世
帯
分
。

口
座
引
き
落
と
し
世
帯
は
除
く
)
お

よ
び
通
知
書
を
発
送
す
る
際
に
使
用

す
る
封
筒
(
約
1
5万
世
帯
分
)
に
掲

載
し
ま
す
。
大
き
な
宣
伝
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
規
格
・
掲
載
料
等
=
表
I

掲

載
出
来
な
い
も
の
=
公
共
性
・
品
位

を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
/
　

「
風
俗
営
業
等
の
規
制
・
業
務
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
2
3
年
法

律
第
1
9
9
一
号
)
」
に
定
め
る
「
風
俗
営
業
」

ま
た
は
「
風
俗
関
連
営
業
」
/
政
治

活
動
・
宗
教
活
動
お
よ
び
個
人
的
宣

伝
な
ど
/
法
令
で
禁
止
さ
れ
、
あ
る

い
は
法
令
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
/
そ
の
他
掲
載
す
る
広
告
と

し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も

の
申
込
期
間
=
1
2
月
1
5
日
～
1
6
年

1
月
1
5
日

掲
載
の
決
定
=
内
容
審

査
の
う
え

、
掲
載
の
可
否
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

※
掲
載
決
定
後

、
申
込

者
の
負
担
で
版
下
原
稿
を
作
成

申

込
=
所
定
の
用
紙
に
記
入
し

、
掲
載

広
告
の
原
稿
を
添
え
て
持
参

問
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 掲載位置・規格・掲載料等

転
倒
防
止
金
具
を
設
置

し
ま
す
(
取
り
付
け
無
料
)

震
災
時
の
家
具
な
ど
の
転
倒
を
防

止
す
る
た
め
、
転
倒
防
止
金
具
を
取

り
付
け
ま
す
。
こ
の
事
業
は
「
企
業

提
案
型
雇
用
・
中
小
企
業
支
援
特

別
対
策
事
業
」
と
し
て
、
事
業
者
の

提
案
に
基
づ
き
、
区
が
事
業
決
定
し

た
も
の
で
す
。
募
集
期
間
=
1
2
月

1
0
日
～
1
6
年
1
月
3
0
日
設
置
期
間

=
1
6年
2
月
2
9日
ま
で
(
個
々
の
取

り
付
け
日
に
つ
い
て
は
希
望
者
と
事

業
者
と
で
調
整
)

対
象
=
区
内
の

居
住
用
住
宅

費
用
=
取
り
付
け
料

無
料

※
金
具
は
利
用
希
望
者
に
用

意
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
事
業
者
が

用
意
し
た
金
具
を
購
入
す
る
こ
と
も

出
来
ま
す
(
I
家
具
に
つ
き
千
円
程

度
)
事
業
者
=

毛
利
工
務
店

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
災
害
対

策
係
g
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
よ
う

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。次
の
よ
う
な
場
合
は
、

道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
申
請
ま
た

は
自
費
工
事
施
行
承
認
申
請
に
よ
る

許
可
・
承
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
定
の
基
準
に
沿
っ
て
道
路
管
理
者

(区
な
ど
)
や
交
通
管
理
者
(
警
察
)

が
、審
査
を
行
い
ま
す
。
道
路
占
用

(使
用
)
許
可
が
必
要
な
場
合
(
占

用
料
・
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
)
=

日
よ
け
・
突
き
出
し
看
板
の
設
置
お

よ
び
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
未
許

可
の
も
の
/
建
築
工
事
の
と
き
の
足

場
な
ど

自
費
工
事
施
行
承
認
が
必

要
な
場
合
=
駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入

れ
る
た
め
の
L
型
溝
、
歩
道
の
切
り

下
げ
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
な
ど

の
工
事

※
各
申
請
用
紙
は
、
占
用

係
で
配
布

問
先
=
占
用
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

足
立
区
環
境
基
本
計
画
の
一
部

見
直
し
素
案
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

区

で

は

、1
9一
年

に
策
定

さ

れ
た
足

立
区

環

境
基

本
計
画

の
一
部
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す

。
出

来
上

が

っ
た

見
直

し
素

案

に

つ

い
て

、
広
く

区
民

の
皆

さ

ん
か

ら
の

意
見

を
募
集

し
ま

す

。
見
直

し
素

案

は

、
環

境
課

窓
口

で
配

布
し

て

い
ま

す

。
ま
た
区

・
ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

で

も

公

開

し

て

い
ま

す

。

対

象
=

区
内

在
住

・
在

勤
・
在

学

の
方
ま

た

は
、
区

内

に
事
業

所

な

ど

を
持

つ
法
人

・
そ

の
他

の
団

体

申

込
=
E

メ

ー
ル

ー
フ
ァ

ク
ス

・
郵

便

※
氏

名
ま

た

は
名
称
(

法

人

や

団
体

の
場

合

は
代

表

者

の
氏
名
)

、住

所
を

明
記

期
限
=
1
2

月
2
5
日

必
着

問
先
=

環

境
課

調
整

係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
2
6

k
J
k
a
n
k
y
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

訪問徴収の領収書
が変更になります

訪問徴収嘱託員が発行する「区・都

民税」「国民健康保険料」「介護保険料」

の領収書の様式が、手書きから携帯用

端末で打ち出したものに順次変更に

なります。用紙も今までより薄めで小
さい紙になります。領収書は大切に保

管してください。 問先= 納税第一・

第二係03880- 5236 ・7
こくほ年金課納付相談係S3880- 5243

介圖呆険課収納管理係S3880- 5744

▲ 原寸は、縦約8. 0cmX 横約19. 5cm

水辺をきれいに
～集めたごみは134 袋～

10月19日、荒川河川敷で「クリーンあら川」
が行われました。当日は野球チームや地元の
小学生を含む400人近くが参加し、水辺の清

掃活動をしました。たばこの吸いがらや飲料
水のペットボトルなど集めたごみの量は45　

のごみ袋で134袋にもなりました。
きれいになった河川敷では区民による荒

川の水質検査も行われました。今後も荒川が
憩いの場所 で

あ り続ける よ
う、皆さんのご
協力をお 願い
し ます。 問先=
河川緑地係

03880 ―5898▲ みんなで協力してごみを
拾いました
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工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
9一月
3
1日
現
在
の
工
業
統
計
調
査

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
現
在
の

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
結
果
は
国
や
都
、
区
に
お
け
る
行

政
施
策
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
の
事
業
所
に
は
1
2月
中
旬
か
ら

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=

統
計

係
&
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

建
て
物
を
新
築
な
ど
す
る

方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
新

築
ま
た
は
増
改
築
な
ど
で
建
て
物
の

出
入
り
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新

た
に
住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る

た
め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の

届
け
出
が
な
い
と
、
住
民
票
の
異
動

な
ど
の
手
続
き
が
出
来
ま
せ
ん
。
建

築
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
案

内
図
と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式

の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
持
参
し
、
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建

て
物
は
そ
の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
な

ど
建
て
物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
住
居

表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破

損
・
紛
失
し
た
方
に
は
、
窓
口
で
再

交
付
し
ま
す
(
無
料
)
。
問
先
見
戸

籍
住
民
課
住
居
表
示

催
し
物
ガ
イ
ド
★

定員に先着順
とあるものは
12 月11 日

から受け付け

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
1
2月
2
0日

、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
=
サ
ン
タ
と
遊

ぼ
う

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

g
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

冬
花
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
約
4
0

点
の
花
を
展
示
し
、
展
示
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

・
展
示
会

日
時
=
1
2
月
1
1
日
、
午
後
1
時
～

5
時
/
1
2
日
、
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー

・

展
示
品
の
販
売

販
売
の
み
で
、
花
の
無
料
配
布
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
時
=
1
2
月
1
2日

、
午
後
2
時
3
0分

場
所
=
区
役

所
正
面
広
場

※
I
人
I
点
。
状
況

に
よ
り
整
理
券
配
布

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
農
産
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

納
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ガ
イ
ド
と
一
緒
に
、
束
伊
興
、
竹

の
塚
、
西
新
井
の
文
化
に
触
れ
な
が

ら
、歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
程
等
=

表
2

定
員
=
各
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
区
・
観

光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

表2　 納めのウォーキング日程等

※昼食は各自。雨天決行

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

お
昼
の
ひ
と
と
き
を
日
本
伝
統
楽

器
の
音
色
で
く
つ
ろ
い
で
く
だ
さ

い
。
日
時
=
1
9
一
月
1
9
日
、
午
後
0

時
2
5
分
～
1
時
場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

曲
目
=
ス
タ
ー
ズ

ギ
フ
ト
ノ
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ほ
か

出
演
=
足
立
区
三
曲
協
会

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
事

業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

歌
っ
て
交
流
三
世
代

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
コ
ン
サ
ー
卜

ス
テ
ー
ジ
も
客
席
も
一
緒
に
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
日
時
=

1
2
月
2
0
日
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0

分

場
所
=
西
部
区
民
ホ
ー
ル

内

容
=
コ
ー
フ
ス
ノ
ダ
ン
ス
ノ
手
品
ほ

か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
西
部
児
童
館

啻
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
3
2回
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
た
っ
ぷ
り

の
曲
を
届
け
ま
す
。
日
時
=
1
2月
2
3

日

、
午
後
6
時
3
0分

※
開
場

は
午
後
6
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=

神
の
み
子
は
こ
よ
い
し
も
/
合
唱

組
曲
「
マ
リ
ち
ゃ
ん
の
歩
い
た
夢
」

ノ
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
ほ
か

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文

化
事
業
係啻

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

冬
休
み
子
ど
も
郷
土
史
講
座

「
じ
ん
が
ん
な
わ
祭
り
と
わ
ら

に
託
し
た
祈
り
」

正
月
7
日
の
「
じ
ん
が
ん
な
わ
祭

り
」
で
行
わ
れ
る
、
わ
ら
の
大
蛇
づ

く
り
を
体
験
し
な
が
ら
、
そ
の
い
わ

れ
を
聞
き
、
ま
た
近
隣
の
町
に
伝
わ

る
わ
ら
に
託
し
た
祈
り
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
日
時
=
1
6
年
1
月
7
日
　

、
午
前
9
時
～
正
午
場
所
=
大

乗
院
(
西
保
木
間
2
-
1
4
-
5
)

対

象
=
小
・
中
学
生
お
よ
び
保
護
者

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

郷
土
博
物
館

豐
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
一
緒

に
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ま
た

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
日
時
=
1
6
年
1
月
3
1日

、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所
=
千
寿
桜
小
学
校

定
員
=
3
0
0

人
(
先
着
順
)

対
象
=

▽
参
加
者
・
:

小
・
中
学
生
お
よ
び
養
護
学
校
在
籍

者

▽
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
・
:
中
学
生

以

上

内

容
=

千
寿

桜
小

学
校

吹
奏

楽

部

の
演
奏
/

第
七

中
学

校
心

身

障
害

学

級

生
徒

の
和
太

鼓
演

奏
/

児
童

館

バ
ン

ド

の
演

奏
/

ダ
ン
ス

ラ
イ

ブ
で

一
緒

に
踊

ろ
う

ほ
か

申

込
=

電

話

ま
た

は

フ
ァ

ク
ス

、E

メ
ー
ル

に
住

所

、
氏
名

、
電
話

番
号

、
フ

ァ
ク
ス

番

号

、
E

メ
ー

ル
ア
ド

レ

ス

、
学
校

、

学

年

、
性

別

、
障
害

の
有
無

、
「
「
I

ト

フ
ル
コ

ン
サ

ー
ト
参

加
希

望

」
ま

た
は

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
希
望

」
を

明

記

※
必
要

な
方

の
み

「
駐

車
場

希

望

」
も
明
記
(

駐

車
台

数

に
制

限
あ

り
)

期

限
=
1
6

年
1

月
2
0
日

申
・

問

先
=

学
習

推
進

係

譬
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

H
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

第
7
回
東
京
・
荒
川

市
民
マ
ラ
ソ
ン

日
時
=
3
月
2
1
H
、
午
前
9
時

内
容
=
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
ほ
か

費
用
=
4

千
円

申
込
=
申
込
書
を
電
話

で
請
求
後
、
申
し
込
み

期
限
=
1
6

年
1
月
2
6日
消
印
有
効

申
先
=
荒

川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
7
1
4
)
7
9
2
4

問
先
=
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局

啻
(
3
5
7
9
)
2
6
5
4

体
育
振
興
課
振
興
係

g
(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

第
7
回
地
球
に
や
さ
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展
作
品
募
集

地
球
環
境
を
守
る
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
も
の
を
大
切
に
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
再
利
用
・

再
活
用
の
と
っ
て
お
き
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
期
間
=
1
6
年

2
月
1
8
日
～
3
月
2
日
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ

内
容
=
木
片
・
紙
・
布
を
再
活

用
し
た
作
品
(
縦
・
横
l
m

以
内
、

布
を
再
利
用
す
る
場
合
は
、
衣
服
以

外
の
作
品
に
限
る
)

申
込
=
題
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
直
接
窓
口
に
持
参

申
・

問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休

館
)

豐
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

て
る
丸
くん

通
信
第
9
回

花
火
大
会
や
、
区
民
ま
つ
り
、
光

の
祭
典
な
ど
、
屋
外
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
の
最
大
の
敵
は
雨
で
す
。
ど
ん
な

に
入
念
な
準
備
を
重
ね
て
い
て
も
、

雨
が
降
っ
て
し
ま
え
ば
、
楽
し
さ
が

半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
、「
光
の
祭
典
」の
よ
う
な
長

い
期
間
(
今
年
は
1
2月
1
2日
か
ら
2
5

日
ま
で
の
2
週
間
)
に
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
光
の
祭
典
で
は
、
悪
天
候

で
雨
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン

会
場
と
な
る
元
渕
江
公
園
に
は
、
水

た
ま
り
が
多
数
出
来
、
足
元
が
悪
く

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
事
務
局
や

関
係
業
者
・
機
関
が
協
力
し
て
バ
キ

ユ
ー
ム
カ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、
水
た

ま
り
の
水
を
取
る
作
業
や
、
車
で
腐

葉
土
を
運
び
、
水
た
ま
り
を
埋
め
る

な
ど
し
て
、会
場
の
整
備
を
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
環
境
を
作
り
、
天

候
が
悪
く
て
も
、
来
て
く
れ
た
皆
さ

ん
に
イ
ベ
ン
ト
を
十
分
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
力
を
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
問
先
=
区
・
観
光
協
会
(
経

済
観
光
課
内
)

日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

掲

示

板

・

放

送

大
学
学

生
募

集

募
集
=
1
6

年
度

第
1

学
期
(
4

月
入

学
)

の
教

養
学

部
生

お

よ
び
大

学
院

文
化

科
学

研
究

科
修
士

科

目
生

※

入
学

試
験

な
し

期

間
=
1
2

月
1
5
日

～
1
6
年
2

月
2
9
日

申

・
問
先
=

放

送
大

学
東

京
足

立
学

習
セ

ン

タ

ー
　
　

啻
(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

瞹
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
y
h
p

・

第
4

回
東

京

二
十

三
区

清
掃

一
部

事
務

組

合
議
会

定

例
会
開

催

日
時
=
1
2

月
2
5
日

、
午

後
2

時

※
傍

聴
受

け
付

け

は
午
後
1

時

場

所
=

区

政
会
館

本
館
(

千
代

田
区

九

段

北
1
1
1
1
4
)

問

先
=

東

京

二
十

三
区

清
掃

一
部
事
務

組
合

議
会

事
務
局

豐
(
5
2
1
0
)
9
7
2
9

惷
ン
ユ
ニ
ア
囲
碁
パー
ク
ふ
れ
あ

い
G
O
-
・
G
O
-
・
東
京
武
道
館

日
時
=
1
6
年
2
月
7
日
、
午
前
1
0

時～
午
後
3
時
場
所
=
東
京
武
道

館

対
象
=
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者

定
員
=

▽
段
級
位
認
定

大
会
…
千
人

▽
入
門
教
室
:
1
0
0人

※
い
ず
れ
も
先
着
順

費
用
=
千
円

※
当
日
は
、
囲
碁
の
無
料
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
ジ

ュ
ニ
ア
囲
碁
パ
ー
ク
事
務
局

啻
(
5
2
6
1
)
1
4
5
0

・
第
1
6
1回東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

日
時
=
1
6年
2
月
1
0日

、
午
後
1

時
3
0分

場
所
=
都
庁

傍
聴
定
員
=
1
5

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、「
都

市
計
画
審
議
会
傍
聴
希
望
」
を
明
記

期
限
=
1
月
9
日
必
着

申
・
問
先

=
都

・
都

市

計
画
局

都

市
計
画

課

〒
1
6
3・
8
0
0
1

西
新
宿
2
-
8
-
I
g
(
5
3
8
8
)
3
2
2
5
y
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p

・

東
京

都
最

低
賃

金
の

お
知

ら
せ
　

都

の
最
低
賃

金

は

、1
0
月
1

日
以

降

も
引

き
続

き
時

間
額
7
0
8円

で

、
月

給

額

、
日
給

額

、
時
間

給
制

な
ど

す

べ
て
に

時
間

額

が
適
用

さ

れ
ま
す

。

問

先
=

東
京

労
働
局

賃
金

課

豐
(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

㈹

・

税
務

署
ア

ル
バ

イ
ト
募

集

対
象
=
找
一
歳
以
上
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
出
来
る
方
期
間
=
1
6
年

2
月
2
日
～
3
月
3
1
日
申
込
=
履

歴
書

を
添

付

※
履
歴

書
は
返

却
し

ま
せ

ん

申

・
問

先
=

足

立
税

務
署

(
千

住
旭

町
4
-
2
1
)

g
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新

井
税

務

署
(
栗
原
3
-
1
0
-
1
6
)
　
　
　
g
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

映像広報 制 作だ よ り

笑う門には福来る。爆笑大喜利で初笑
い。毎年恒例の新春搾影 認 は区内在住
の真打ち落語家、古今亭駿 師匠をはじ
め、寄席などで活躍中の落語家と鈴木恒年
区長が、大喜利合戦を繰り広げま再
テーマは「区に関すること」。寄席では

あまり見かけない難しいお題を、どのよう
に「嶄る」のか、必見です。 ※この番組
は12月24日( 水) 、学びピア21で公開収録
します。くわしくはお問い合わせください
問先= 広報係03880 ―5815
「情 報 キ ャ ッチ　 好 きで す。あ だ ち」放 送 予 定

足立コミ ュニティチ ャン ネル( ケーブルテレビ足 立9CH)

※ 1 日3 回放送
( 午前9 時30 分、午後O 時30 分、午後9 時30 分)
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年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
2
/
1
1
～
2
0

大
切
な
命
を
守
る
3
つ
の
重
点

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

毎
年
1
2月
は
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
次
の
3
つ
を
重
点
に
、年
末
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
・
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
お
互
い
に
思
い
や
る
気
持
ち
を
も
っ
て
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

重点1

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
特
に
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
防
止

止
ま
っ
て
い
る
車
の
前
や

後
ろ
か
ら
の
横
断
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
や
「
止
ま
れ
」
の
標
識

の
あ
る
場
所
で
は
、
必
ず
止

ま
っ
て
安
全
を
確
か
め
ま
し

よ
つゝ
。

重点2

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

二
輪
車
は
、
運
転
者
の
技

量
や
路
面
の
状
態
な
ど
の
影

響
を
受
け
や
す
い
乗
り
物
で

す
。カ

ー
ブ
や
交
差
点
で
は
十

分
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

重点3

夕
暮
れ
時
お
よ
び
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
は
、
自
転
車
も

車
も
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
ま
し
よ
つゝ
。

外
出
時
に
は
、
明
る
く
目

立
つ
色
の
服
装
や
反
射
材
を

身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

西
新
井
警
察
署
管
内
で
高
齢
者
の

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

1
0月
末
現
在
、
区
内
全
域
で
1
5

人
の
方
が
亡
く
な
っ
た
な
か
(
表
2
)

、
西
新
井
警
察
署
管
内
で
は
9

人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
5
人
は
高
齢
者

で
、
自
転
車
乗
車
中
が
3
人
、
歩

行
中
が
2
人
で
、
全
体
の
約
6
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
死

亡
事
故
の
主
な
原
因
は
、
安
全
不

確
認
や
信
号
無
視
な
ど
の
交
通
ル

ー
ル
違
反
に
よ
る
も
の
で
す
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必

ず
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
確
か

め
て
か
ら
渡
り
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

表1　 区内自転車の交通死亡事故概要

表2　 区内の交通死亡事故死者数( 10 月末現在)

※ 　 …歩行者 　 …自転車 　 … 二輪車 　 …四輪車
表中のイラストはそれぞれ、1人( 1 台) をあらわしています

自
転
車
も
早
め
に
ラ
イ
ト
を

つ
け
て
、
ま
わ
り
に
も
あ
な
た

の
存
在
を
知
ら
せ
よ
う
!

参
加
と
協
働
の

区
政
を
め
ざ
し
て

区
が
行
う
様
々
な
事
業
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。地
方
分
権
が
進
む
中
で
、

社
会
の
状
況
に
あ
っ
た
多
様
な
事
業

を
、
効
率
良
く
的
確
に
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
区
政
へ
の
積
極
的
な
参
加
と

協
働
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

区
で
は
、
協
働
を
推
進
す
る
1
つ

の
方
法
と
し
て
、
税
金
の
使
い
道
の

透
明
度
を
上
げ
、
区
政
へ
の
参
加
意

識
を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
作
り
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
分
の
区
民
税
納
税

額
の
I
%
分
に
つ
い
て
、
ど
の
分
野

に
使
い
た
い
か
の
意
見
を
募
り
、
希

望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
N
P
O

や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
提

供
す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
納
税
者
自
身
が
主
権
者

と
し
て
区
政
に
参
画
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
で
、
協
働
へ
の
意

欲
が
高
ま
り
、
よ
り
開
か
れ
た
区
政

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
す
取
り

組
み
で
す
。

な
お
、
こ
の
仕
組
み
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
必
要
な
範
囲
内
で
個
人

情
報
を
利
用
し
ま
す
が
、
個
人
情
報

の
保
護
に
は
万
全
を
期
し
ま
す
。

ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
政
策

課

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

足 立区で　買おう　食べよう　頼もう

地域の活力は まちのにぎわいから
あなたの消費が まちのにぎわいを育てます

《 産業振興課》

一緒に楽しもうよ♪

子育て親子ふれあい講座
11月18 日、「親子で楽し む絵本とあ そ

び」が梅田住区センター児童館で行われ

まし た。こ れは、今 年度か ら始 まっ た

「子育て親子ふれあい 講座」の中の一つ

で、 親子のふれあいに役立つ遊びを体験

出来るものです。

こ の日は、絵本コーディネーターの広

松由希子氏を講師に迎え、子どもと一緒

に出来る簡単な手遊び、絵本の読み方・

見せ方のポイントなど盛りだくさんの内

容が紹介されました。

絵本の読み聞かせでは、子どもだけで

なく、いつもは読み手のお母さんまでも

絵本の世界に引き込まれ、 親子 ともに楽
しめた様子でした。

「
ね
ず
み
の
人
形
に
、

名
前
を
付
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
」

手
遊
び
で
子
ど
も
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

あ
っ
ぱ

れ

酒
合
戦

千
住
仲
組
協
議
会
で
は
、江
戸

時
代
の
俳
人
、
建
部
巣
兆
が
開
い

た
酒
合
戦
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

H
月
1
6日
、酒
合
戦
の
舞
台
と

な
っ
た
千
住
河
原
町
稲
荷
神
社

で
は
、
5
合
か
ら
3
升
ま
で
の
大

杯
が
、
当
時
の
酒
の
肴
(
カ
ニ
・

ウ
ズ
ラ
の
焼
き
鳥
・
さ

ざ
れ
梅
・
ガ
ラ
ス
ミ
・

花
塩
・
コ
イ
の
吸
い
物

な
ど
)
と
共
に
並
び
ま

し
た
。
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、
用
意
さ
れ
た
お

酒
を
ぐ
っ
と
飲
み
干

し
、
千
住
の
町
の
歴
史

と
粋
な
文
化
に
酔
い
し

れ
て
い
ま
し
た
。

▲ ぐっと飲み干し、歴史を実感
▲ この肴なら、お酒も
進みそう! ?

古紙配合率100% 再生紙を使用しています F. K　287, 600


